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児
童

が
有

意
に

多
か
っ

た
（
O
〈．
一

9
。

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

は
、

次
の

「

友
人
関

係
」

の

考
察
と

合
わ

せ

て

述
べ

る
。

 
友
人

関
係
の

中
の

「

ふ

れ
あ
い
」

（
本
当
の

気
持
ち
を

話
す）

に

つ

い

て

対
応
の

あ
る

t
検
定
（
O

〈’
一

〇）
、

結

果
で

は

有
意
に

高
く
な

り
、

「

ふ

れ

あ
い

」

傾

向
が

強
ま
っ

た
。

上

述
の

「

助

け
合
い

な
が
ら

勉
強
し
た

く
な
く
な
っ

た
」

傾
向
結
果

と

合
わ
せ

て

考
察

す
る

と
、

瞑
想
す
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

独
立
心
が

強
ま

り
一

人
で

勉
強
す
る

傾
向
に

な
り

、

友
人
と
の

ふ

れ

あ
い

が

強
ま

り
、

正

直
な

気
持
ち
を
話

す
傾

向
に

な
っ

た
の

か

も
し

れ

な
い

。

今
後
の

瞑
想
継

続
に

よ

り
、

ど
の

よ

う
に

変
化
す
る

の

か
が

期
待
さ

れ

る
。

先
行
研
究
で

は
、

禅
や

マ

イ
ン

ド
フ

ル

ネ
ス

瞑
想
を

深
め

る

こ

と
に

よ

り
人

格
的
な
プ

ラ

ス

方
向
の

結
果
が

多
く
示
さ
れ
て

い

る
。

心

身
共
に

発
達

途
中
の

児
童

で

あ
る

か
ら
こ

そ、

ま

ず
自

分
自
身
の

欺
瞞
性
を
除

く
こ

と
が
人

格
形
成

の
一

歩
と
推
測

。

 
学
習
意

欲
尺

度
の

中
の

「

反
持

続
性
」

で

有
意
傾
向

（
サ
イ
ン

検
定
O
〈°
属）

が

示
さ
れ

集
中

力
の

育

成
傾
向
が
み

ら
れ
た

。

今
後
瞑
想
を
続
け
る

こ

と
で

有
意
に

集
中
力
が

高
ま
る

可
能

性
が

あ
る

。

　

中

学
生
へ

の

結
果
は

、

事
前
調
査
の

ス

ト
レ

ッ

サ

ー

分
類
は

、

男
女
共

に

「

友
人
関
係
」

が

多
く

、

ス

ト

レ

ス

コ

ー

ピ
ン

グ

は
、

「

サ

ポ

ー
ト

希

求
」

に

お

い

て

の

み
、

女
子
に
有
意
差
（
分
散
分
析
O
〈

b
切）

が
示
さ
れ、

調
査
対

象
女
子
は
問
題

解
決
の

協
力
依
頼
に

つ

い

て

男
子
よ

り
も
上

手
い

様
で

あ
っ

た
。

事
後
ア

ン

ケ
ー

ト
結
果
で

は
、

心
と

体
と
も
に

「

リ

ラ

ッ

ク

ス
」

十
人、

「

体
の

力
が

抜
け
た
」

八

人、
「

落
ち
つ

い

た
」

七
人

（

複

数
回
答）

と

い

う
感
想
が

多
か
っ

た
。

　

今
後
の

方
向
性
・

改
善
点
と

し
て、

瞑
想
の

長
期

実
践、

学
校
教
育
へ

導
入
可
能
な
ス

ト
レ

ス

低
減

授
業
プ
ロ

グ
ラ

ム

の

開

発、

ス

ト
レ

ス

に

関

す
る
主

観
的、

客
観
的
（
科

学
的）

双
方
の

指
標
の

開
発
が

必
要
で

あ
る

。

さ
ら
に

は
、

脳
科
学
方
面
に

お

け
る

瞑
想
研
究
の

進
展
が
望
ま
れ
る

。

ト
ル

コ

の

宗
教
教
育
と

ア

レ

ヴ
ィ

r
教
育

　

　
　
エ

ス

ニ

シ
テ
ィ

と
の

関
連
で

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

佐
島
　
　
隆

　
ア

レ

ヴ
イ

ー

／
ア

レ

ヴ
イ

ー

リ

キ
に

つ

い

て
、

そ
れ

が
不
明
瞭
で

あ
る

に

も
か
か
わ
ら

ず、

そ
の

教
育
と
い

う
点
で

は
、

工
疋

の

方
向
で
、

ト

ル

コ

の

教

育
制
度
の

中
に

取
り
込
ま
れ、

そ
れ
も
政

府
主

導
で

「

ア

レ

ヴ

イ

i
教
育
」

が

行
わ

れ
つ

つ

あ
る

よ

う
に

見
え
る

。

そ
こ

で

ト

ル

コ

共
和
国

の

中
で

現
在
（

そ

し
て

こ

れ

か
ら）

の

教

育
の

中
で

ア

レ

ヴ
ィ

i
教
育
が

ど

の

よ

う
に

行
わ

れ
る

の

か

を

明
ら
か
に

し
た
い

．

　
ま
ず
ア

レ

ヴ
ィ

i
認
識
に

つ

い

て

は
、

文
化
で

あ
る

の

か

宗
教
で

あ
る

の

か
な
ど

幾
つ

か

の

議
論
が

あ
っ

た
。

ア

レ

ヴ
ィ

ー

の

ア
イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

と
い

う
よ

り
も
、

ど

う
認
識

、

認
定
す
る

か
で

あ
る

が、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

中
に

入
る

と

す
る

と
、

タ

サ
ゥ

ウ

フ

（
イ
ス

ラ

ー

ム

神
秘
主

義）

の
一

つ
、

「

ア

レ

ヴ
ィ

ー
・

イ
ス

ラ

ー

ム
」

と
い

う
も
の

、

あ
る

い

は
一

つ

の

メ

ズ

ヘ

プ
、

シ

ー

ア

派
の

中
の
一

つ
、

ま
た
イ
ス

ラ

ー

ム

と
キ

リ
ス

ト

教

の

シ

ン

ク

レ

テ
ィ

ズ
ム

、

ま
た
一

つ

の

生

活
の

型

式
と

し
て

考
え、

習

慣
・

風

習
と
い

う
文

化、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

外
に

あ
る

と

す
る

と

謂
わ

ば

「

ア

レ

ヴ

ィ

i
教
」

と
い

う
宗
教
な
ど

な
ど

様
々

で

あ
る

。

（
た
だ
し

ア

ラ

ブ
・

ア

レ

ヴ
イ

ー

は

ヌ

サ
イ

リ

i
派
で

あ
る

と
し
て

確
定
さ

れ
て

い

る
。

）

　
と
こ

ろ

で

ト

ル

コ

共
和
国
の

義
務
教

育
は

変
わ
る

。

こ

れ

ま
で

教

育
体

制
は
5
＋

3
＋

3
制
で

あ

り
小

学
校
の

五

年
と

中
学
校
三

年
が

義
務
教

育

で

あ
っ

た
。

こ

れ

が

二

〇
一

二

年
九
月
か
ら
義

務
教
育
の

4
＋

4
＋

4
制

と

な
る

。

小

巾
高
の

宗
教

教
育
と
い

う
点
で

は
、

普
通
学
校
の

中
等
部
・
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高

校
に

お

け
る

「

宗
教

文
化
と

道
徳
の

知
識
」

等
の

科

目
が
そ

れ

で

あ

る
。

宗
教
（

イ
ス

ラ

ー

ム
∀

教
育
と
い

う
面
で

見
る

と
、

他
に、

国
民
教

育

省
管
轄
の

イ
マ

ー

ム
・

ハ

テ

ィ

プ

校
と

宗
務
庁
管
轄
の

コ

ー

ラ

ン

・

コ

ー
ス

等
が

あ
る

。

　

国

民
教

育
省
の

普
通

教
育
を

中

心
と

す
る

。

そ
の

中
で

宗
教

教
育
を

司
る

部

局
は

国

民
教
育
省

宗
教
教

育
総
局
（

ζ
臨
嵩

国
依｝

三

巨
じd

欝
p二

巳
蒔一

∪

ヨ

○
 
『
ω

口

日
一

〇

窪
巴

ζ
ロ

ユ

宥
冨
 

巳

で

あ
る

。

そ
の

部
長
の

見
解
か

ら
ア

レ

ヴ
ィ

ー

に

つ

い

て

の

認
識
（
二

〇
一

二

年
八

月

≡
二

日
イ

ン

タ

ヴ

ュ

ー

の
一

部
）

を

示
す

。

ま

ず、

ア
レ

ヴ
ィ

ー
は

宗
教
∪

ヨ

で

あ
る

。

そ
れ

も
ハ

ジ
・

ベ

ク

タ

シ
・

ヴ
ェ

リ
に
連
な
る
一

分
派
（

屏
o
ご

で

あ
る

。

従
っ

て
、

ア

レ

ヴ
ィ

ー
・

ベ

ク

タ

シ

と

い

う
こ

と

に
な
る

。

ハ

ジ
・

ベ

ク

タ

シ
・

ヴ
ェ

リ
に
関
す
る

『

マ

カ

ラ

ー

ト
』

な
ど

が

そ
の

思

想
の

中
心
と

な
る

。

ま
た

普
通
学
校
に

お
け
る

宗
教
教
育
は
、

そ
れ
以

外
の

「

宗
教
」

の

人
が

授
業
を
受
け
る

こ

と

は

拒
否
で

き
る

。

例
え
ば
キ

リ

ス

ト

教
徒
や

ユ

ダ

ヤ

教
徒
や
「

ア

テ

イ
ス

ト
（
〉

邑
巽

無
神

論
者）
」

な
ど

の

生

徒
は、

そ
の

授
業
に

代
わ

り、
「

メ

デ

ィ

ア
」

「

手
工

芸
」

な
ど

他
の

授
業
で

そ
の

単
位
を

代
替
で

き
る

。

［

以

下
省
略］

つ

ま

り
ア

レ

ヴ
ィ

ー

は

ベ

ク

タ

シ

の
一

分
派、

従
っ

て

イ
ス

ラ

ー

ム

の

中
に
属
す

。

つ

ま
り
ム

ス

リ

ム

で

あ

る

の

で
、

「

宗
教

文
化
と
道

徳
の

知
識
」

な
ど

の

科
目

を
、

ム

ス

リ
ム

と

一

緒
に

授
業
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら

な
い

と

い

う
見
解
で

あ
る

。

ア
レ

ヴ

ィ

ー

は

他
の

宗
教
で

あ
る

と

い

う
理
由
で

代
替
授
業
は

不
可

能
と

な
る

。

　
こ

の

見
解
で

あ
る
と
、

こ

れ

ま
で

ム

ス

リ
ム

（
そ
れ

も
ス

ン

ニ

ー

派
）

と
の

違
い

を
主
張
し
て

き
た

多
数
の

ア

レ

ヴ
ィ

ー

は

強
烈
な
ス

ト
レ

ス

を

感
じ
る

こ

と

に

な
る

。

他
の

科
目
を

受
け
る

た

め

に

は

「

ア

テ

イ
ス

ト
」

と

な
ら

ざ
る

を
え
ず、

か
つ

て

の

ア

レ

ヴ
ィ

ー

1ー

ア

テ

イ

ス

ト

ー−

社
会
主

義
者
・

共
産
主

義
者
日

反
政
府
的
傾
向
と
い

う
図
式
の

中
に

投
げ
込
ま
れ

る
こ

と

に
な
る

。

こ

の

よ

う
に
一

九
九
〇

年
代
に

「

ア

レ

ヴ
イ

ー

と

は
何

か
」

と

関
心
を

持
た

れ
、

自
ら
を
中

央
ア

ジ

ア

に
結
び

つ

け
る

こ

と

も
あ

り、

ま
た
イ
ス

ラ
ー

ム

の

内
か
外
か

等
様
々

な
議
論
が
あ
っ

た

に

も
関
わ

ら
ず、

こ

の

二

十
年
で

政
府
主

導
あ
る

い

は
そ
れ
に

準
ず
る
形
で

ア

レ

ヴ

ィ

ー

の

「

見
解
」

が

つ

く
ら
れ
て

き
た

こ

と

も
観
察
で

き
る

。

宗
教
教
育

の

認
識
の

仕
方
は

ア

レ

ヴ
ィ

ー

内
部
の

軋
轢、

亀
裂
を
深
く

す
る

こ

と
も

考
え
ら
れ

る
。

（
ア

レ

ヴ

ィ

ー
に

と
っ

て

自
己
認
識
の

不
明
瞭
さ

は

多
く

の

議
論
を
生

み
、

そ

れ

は

ド
イ

ツ

等

海
外
の

ト
ル

コ

系
移
民
に

と

っ

て
、

単
な
る

自
己
認
識、

ル

ー

ツ

探
索
に

と

ど
ま
ら
ず、

死
活
問
題、

生
存
戦

略
で

も

あ
っ

た
。

）

彼
ら

に

と
っ

て

こ

の

教

科
書

、

宗
教
教
育
は

深
い

亀

裂
を
生

む
可
能
性
を

孕
み

つ

つ
、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

影
響
が
見
ら

れ
る

こ

と

か
ら、

イ
ス

ラ

ー

ム

（
ス

ン

ニ

ー
派）

へ

の

同
化
の

可
能
性
を

も

含
ん
で

い

る

の

で

あ
る

。

ド
イ
ツ

に

お

け

る

宗
教
科
の

歴

史

　

　
　
「

他
者
」

と
の

か

か

わ

り
を
読
む

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

石
川

　
智
子

　

現
代
社
会
の

特
徴
と
し
て

多
元

化
や

グ
ロ

ー
バ

ル

化
が
指
摘
さ
れ
る

よ

う
に

な
っ

て

久
し
い

が
、

そ

う
し

た
社
会
に

あ
っ

て、
「

他
者
」

の

問
題

は

新
た

な
切
実
さ

を

帯
び
る

こ

と
に

な
る

。

宗
教
が
関
わ

る

領
域
に

お
い

て

も
「

他
者
」

の

問
題
は

さ
ま
ざ
ま
な
レ

ベ

ル

で

そ
の

姿
を

見
せ

る
。

諸

宗
教
の

「

対
話
」

や

「

共
生
」

が
時

代
の

価
値
と

し
て

喧
伝
さ
れ
る
一

方

で
、

宗
教
間
の

「

衝
突
」

が

指
摘
さ
れ

、

宗
教
へ

の

「

嫌
悪
」

が
公
に

語

ら
れ
る

。

こ

う
し

た
状

況
の

中
で

必

要
な

の

は
、

「

対
話
」

に

せ

よ

「

嫌

424（1146＞
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